
会津大学情報センター（情報処理センター）利用規程

平成１８年４月１日規程第２８号

（趣旨）

第１条 この規程は、会津大学情報センターのうち情報処理センター（以下「センター」

という。）が管理する University of Aizu Information Network System の資源（以下「ＡＩ

ＮＳ資源」という。）の利用について 必要な事項を定める。

２ 前項のＡＩＮＳ資源とは、ハードウェア、ソフトウェア、ドキュメント、各種の情報

及びそれらを利用したサービスから構成される計算機システム、学内ネットワークシス

テム及び情報機器等をいう。

（利用の目的）

第２条 ＡＩＮＳ資源の利用は、公立大学法人会津大学（以下「本学」という。）におけ

る次の目的に限るものとする。

(1) 教育

(2) 研究

(3) 管理及び運営

(4) その他会津大学情報センター長（以下「センター長」という。）が認める目的

（利用者の範囲）

第３条 ＡＩＮＳ資源を利用することができる者（以下「利用者」という。）は、第４条

で定める利用の承認を得た、次の次号に掲げる者とする。

(1) 本学の教員（客員及び非常勤の教員を含む。）及び職員（以下「教職員」という。）

(2) 本学の学生（科目等履修生、研究生、特別聴講学生及び研修員を含む。以下同じ。）

(3) 会津大学共同研究取扱規程（平成１８年規程第５８号）により承認された民間等共

同研究員

(4) その他センター長が認めた学外者（以下「学外者」という。）

（申請及び有効期間）

第４条 ＡＩＮＳ資源を利用しようとする者（以下「利用希望者」という。）は、希望す

る利用形態に応じて、センター長に申請書を提出し、センター長の利用承認を得ること

により利用の資格を有するものとする。



２ 前項の申請書のうち、利用希望者が教職員の場合のアカウント申請は事務局長、利用

希望者が学生の場合のアカウント申請は学生部長がセンター長に申請書を提出するもの

とする。

３ 利用希望者は、前項の場合を除き、次に掲げる部局の長を経由してセンター長に申請

書を提出するものとする。ただし、センター長が特に認めた場合は、利用希望者が、直

接センター長に申請書を提出することができる。

(1) 教職員の場合は所属する部局の長

(2) 学生の場合は学生部長

(3) 民間等共同研究員及び学外者の場合は受入責任者の所属する部局の長

４ センター長は、第２項の申請を承認したときは、その旨を事務局長又は学生部長に通

知する。また、第３項の申請を承認したときは、その旨を利用希望者、第３項に掲げる

当該部局の長、さらに民間等共同研究員及び学外者の場合は受入責任者に通知するもの

とする。

５ 利用者の利用資格の有効期限は、原則として次のとおりとする。

(1) 教職員の場合は、その身分を有し、職務に従事する期間

(2) 学生の場合は、その身分を有し、修学、研究又は研修する期間

(3) 民間等共同研究員及び学外者の場合は、利用承認を得た期間とし、最長で利用承認

日の属する年度末までの期間

（利用承認を得た申請事項の変更）

第５条 利用者は、利用承認を得た申請事項に変更が生じた場合は、速やかにセンター長

に変更に関する申請書を提出し、センター長の承認を得なければならない。

２ 前項の申請書の提出は、アカウントの変更を含め、前条第３項に掲げる部局の長を経

由してセンター長に提出するものとする。ただし、センター長が特に認めた場合は、利

用者が、直接センター長に申請書を提出することができるものとする。

３ センター長は、前項の申請事項の変更を承認したときは、その旨を利用者、前条第３

項に掲げる当該部局の長、さらに民間等共同研究員及び学外者の場合は受入責任者に通

知するものとする。

（利用範囲）

第６条 センター長は、ＡＩＮＳ資源の運用管理上、必要に応じて利用者が利用できる範

囲を設定することができる。



２ 利用者は、前項で定められた利用範囲を超えてＡＩＮＳ資源を利用してはならない。

（移動、改変の禁止）

第７条 利用者は、センター長が認めた場合以外、ＡＩＮＳ資源の配置の移動及び周辺機

器を接続するなどのハードウェアに関する改変を行ってはならない。

（利用に関する規律）

第８条 利用者は、ＡＩＮＳ資源の利用に当たっては、次に掲げる事項を遵守しなければ

ならない。

(1) 他の利用者の迷惑となる行為をしてはならない。

(2) 公序良俗に反する利用並びに法令及び会津大学学則（平成１８年規程第３号）等の

法人規程に反する利用など不適切な利用を行ってはならない。

(3) アクセス可能かどうかにかかわらず、他の利用者の許可なく、他の利用者のファイ

ル等のＡＩＮＳ資源を利用してはならない。

(4) アカウント等の利用資格を転貸してはならない。

(5) パスワード等の機密を保持し、他者に開示してはならない。

(6) ＡＩＮＳ資源を利用する際、身分を偽ってはならない。

(7) ＡＩＮＳ資源を汚損・損傷してはならない。

(8) その他センター長が別に定める事項に違反してはならない。

２ 利用者は、所定の認証手続を経てなされたＡＩＮＳ資源の利用の結果について責任を

負わなければならない。

（ＡＩＮＳ資源の返却）

第９条 利用者は、次に掲げる事項に該当する場合には、該当するＡＩＮＳ資源を直ちに

返却しなければならない。

(1) 利用者が、第４条で定めるＡＩＮＳ資源の利用資格を失ったとき

(2) 当該ＡＩＮＳ資源の利用が不要となったとき

(3) その他センター長が必要と認めたとき

（運用管理の妨げの禁止）

第１０条 利用者は、ＡＩＮＳ資源の運用管理の妨げになるような行為を行ってはならな

い。

２ センター長は、前項に定める行為を防止するための措置を講ずることができる。

（報告等）



第１１条 センター長は、必要に応じて、利用者に対しＡＩＮＳ資源の利用に関する報告

を求めることができる。

２ 利用者は、ＡＩＮＳ資源に障害が発生するおそれがあると認められる場合及び障害が

発生した場合は直ちにセンター長に報告しなければならない。

（利用制限又は禁止）

第１２条 センター長は、利用者がこの規程に違反した場合又はＡＩＮＳ資源の運用管理

に重大な支障を及ぼした場合は、当該利用者のＡＩＮＳ資源の利用を制限し、又は一定

の期間その利用を停止することができる。この措置は、予告なく通信を遮断することに

よって行うことがある。

２ センター長は、ある利用者の行為及び行為の結果を放置すれば、この規程の禁止事項

に抵触すると判断される場合、当該状態が改善されるまでの間、当該利用者のＡＩＮＳ

資源の利用を制限し、又は停止することができる。この措置は、予告なく通信を遮断す

ることによって行うことがある。

３ 前２項の規定により、ＡＩＮＳ資源の利用を制限し、又は停止した場合は、センター

長は、速やかに関係部局の長に報告するものとする。

４ 利用者は、利用の制限又は停止に対して、関係部局の長を経由して、センター長に異

議申立てをすることができる。

（利用者責任）

第１３条 利用者は、ＡＩＮＳ資源に損害を与えた場合、特別な事情があると認められた

場合を除き、センター長の指示に従い、原状回復、返却又は弁償の責任を負わなければ

ならない。

（運用管理上の制限又は停止）

第１４条 センター長は、ＡＩＮＳ資源の運用管理上必要を認められる場合、ＡＩＮＳ資

源の利用を制限し、又は停止することができる。また、障害などにより、ＡＩＮＳ資源

の利用が制限される場合がある。

（機密保護）

第１５条 センター長及びＡＩＮＳ資源の運用管理に従事する者は、ＡＩＮＳ資源上にあ

る利用者の機密の保護に努めるものとする。

２ センター長及びＡＩＮＳ資源の運用管理に従事する者は、この規程で定める事項の維

持、保全の目的以外には職務上知り得た利用者の情報を利用し、又は第三者に開示して



はならない。ただし、ＡＩＮＳ資源の運用管理上必要となる場合その他公益上やむを得

ない理由がある場合はこの限りでない。

（補則）

第１６条 この規程に定めるもののほか、ＡＩＮＳ資源の利用その他必要な事項について

は、センター長が別に定めることとする。

附 則

１ この規程は、平成１８年４月１日から施行する。

２ この規程の施行前にＡＩＮＳ資源の利用が認められている者については、既に第４条

の利用承認を得ているものとみなす。ただし、センター長が改めて利用の承認手続が必

要と認めた場合を除くものとする。

附 則

１ この規程は、平成２４年４月１日から施行する。


